
原 子炉本体

加圧水型発電用原子炉施設 に係 るものにあつては、次の事項

3 燃料体の名称、種類、主要寸法及び材料
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変 更 前 変 更 後

名 称
15行 15列 A型燃料集合体

(ウ ラン燃料 )

種 類 15行 15列 ウラン燃料体

全 長 (下 部 支持 板 下端

よ り上部支持板 プ レー

ト上 面 ま で の 長 さ )

mm H (とと1,2)

断

(

法
胸寸

寸

面断

面

の最 大
mm (注 1,2)

燃 料 要 素 ピ ン チ mm 14.3(注 3)
変更な し

燃
料
集
合
体

下部支持板 上面 と燃 料

要 素 下 端 の 間 隔
mm 注 1,4)

企 長 (端 栓 と も ) mm とと1,5)

有 効 長 さ mm 3,642(注 3)
変更なし

燃料材 (ペ レン ト)直径 mm 9.29(注 3) 9.294(注 1,4)

燃 料材 (ペ レ ッ ト)長 さ mm 11,2(注 と,4)

燃 料 被 覆 材 外 径 mm 10,72(注 3) 注 1,5)

燃 料 被 覆 材 内 径 mm 注 1,5)

燃 料 被 稜 材 肉 厚 mm 0.62(イ i:3) と,5)

上 部 プ レ ナ ム 長 さ mm
1,5)

二
酸
化
ウ
ラ
ン
燃
料
要
素

コイル ばね (ペ レン ト

押 え ば ね )外 径
mm 注 1,5)

全 長 (端 栓 と も ) mm
1,5)

有 効 長 さ mm 3,642(注 3)
変更なし

燃料材 (ペ レン ト)直径 mm 9.29(1と 3) 9.294(イ主1,4)

燃料材 (ペ レッ ト)長 さ mm 11.2(注 1,4)

燃 料 被 覆 材 外 径 mm 10。 72(It:3) イIi l,5)

燃 料 被 覆 材 内 径 mm 注 1,5)

燃 料 被 覆 材 肉 厚 mm 0。 62(注 3) 注 1,5)

上 部 プ レ ナ ム 長 さ mm (注 と,5)

主
要
寸
法

取
替
燃
料

ガ
ド
ヅ
ニ
ア
混
合
二
酸
化
ウ
ラ
ン
燃
料
要
素

コイル ばね (ペ レッ ト

押 え ば ね )外 径
mm L5)

H

―
‐

‐

‐

H

―
‐

‐

‐

枠囲みの範囲は機密に係 る事項ですので公開することはできません。
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変 更 前 変 更 後

主
要
寸
法

取
替
燃
料

(注 6)

支
持
格
子

外 寸 法 mm
7)

局 さ mm
1,4)

(注 8)

上 上
部 部
ノ 支
ズ 持
ル 板

外 寸 法 mm
イil,9)

高 さ (下 面 か ら
パ ッ ド 上 端 ま で )

mm
1,4)

(注 8)

下 下
部 部
ノ 支
ズ 持
ル 板

外 寸 法
1,9)

局 さ mm
注 1,4)

(イ主10)

外        径

(太 径 部 /細 径 部 )

mm
太径部

細径部

13.87(注 1,4)

12.42(注 1,4)

肉        厚

(太 径 部 /細 径 都 )

mm
太径部

細径部

0.43(注

0.43(注

4)

4)

(注〔1)

炉

内

外 径 mm 13.87(注 1,4)

肉 厚 mm 0。 43(イ1:1,4)
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変  更 前 変 更 後

ウ ラ ン 235濃 縮 度 wt% 4.60(lヒ 1'3)
変更な し

密 度 (理 論 密 度 比 ) % 97(イ上3) 97.0(とLl,4)

ウ ラ ン 含 有 率 wt% 以上 (注 4)

酸 素 対 ウ ラ ン 比 2.000(イ主1,1)

炭 素 wt% 下 (注 4)

ふ つ 素 wt% 下 (注 4)

水 素 wt% 下 (注 4)

二
酸
化
ウ
ラ
ン
燃
料
材

組
成

窒 素 wt% 下 (注 4)

ウ ラ ン 235濃 縮 度 wt% 3.00(イ J:1'3) 変更な し

密 度 (理 論 密 度 比 ) % 96(注 3) 96.0(イii l'4)

ウ ラ ン 含 有 率 wt% 上
(注 4)

酸 素 対 ウ ラ ン 比 2.083(と l:1,4)

ガ ド リ ニ ア 濃 度 wt% 10 (測
:1'12) 10.00(注 4)

ガ ドリニ ウム濃 度 wt% 8.68(注 4)

炭 素 wt% 以下 くと上4)

つふ 素 wt% 以 下 (イ と4)

水 素 wt% 以 下 (注 4)

ガ
ド
リ
ニ
ア
混
合
二
酸
化
ウ
ラ
ン
燃
料
材

組
成

窒 素 wt% 下 (1と 4)

材
料

取
替
燃
料

燃 料 被 覆 材

(注 3,13)

Sn―Fe一Cr一 Nb系

ジル コニ ウム基合金

又は

Sn一Fe― Nbラ各

ジル コニ ウム基合金

変更な し

‐

H

―
H

―

‐

―

―
H
H
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変 更 前 変 更 後

材
料

取
替
燃
料

燃 料 被 覆 材 端 栓

(注 4)

Sn Fe Cr系 ジルコニウム合金

(ASTM B 351 Grade R60804

(」 IS H 4751 ZrTN 804D本 目当 ))

支 持 格 子

(注 4)

析出硬化型ニ ッケル基合金

(ASTM B 670 UNS N07718)

ブ   レ ド

(rl:4)

析 出硬化型ニ ッケル基合金

(ASTM B 670 UNS N07718)

上 部 支 持 板

(上 部 ノ ズ ル )

オーステナ

(注 4)

ス鋼

(ASTM

上 部 ノ ズ ル 押 え ば ね

(注 4)

析出硬化型ニ ックル基合金

(ASTM B 670 UNS N07718)

スプ リングスク リュウ

(注 4)

オース

(ASTM A

下 部 支 持 板

(下 部 ノ ズ ル )

(注 4)

オーステナ /F卜 系 ス テ ン レス鋼

(ASTM AL b

制 御 棒 案 内 シ ン ブ ル

(注 4)

Sn一Fe Cr系 ジル コニ ウム合金

(ASTM B 353 Grade R60804)

ス   リ ブ オーステ

(」 IS

(注 4)

鋼

(注 14)

コ  イ  ル  ば  ね

(ペ レ ッ ト押 え ば ね )

(注 4)

オーステナイ ト系ばね用

ス

(ASTM

イ ン サ 卜  年筆
オーステ ス ン レス

(イ|:4)

鋼

(ASTM イま

ASTM

イ ン サ ー ト 端 栓 オーステナ

(注 4)

ス鋼

(ASTM
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変 更 前 変 更 後

材
料

取
替
燃
料

炉 内 計 装 用 案 内

シ ン ブ ル

(イ i:1)

Sn Fe Cr系 ジル コニ ウム合金

(ASTM B 353 Grade R60804)

制 御 棒 案 内

シ ン ブ ル 端 栓

(注 4)

Sn Fe Cr系 ジル コニ ウム合金

(ASTM B 351 Grade R60804)

シンブル ス ク リュ ウ

(注 4)

オース

(ASTM A

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)
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公称値

記載内容は燃料体設計認可申請書 (M関 15燃第2号,平成24年 7月 3日 認可)に よる。なお、

燃料体設計認可申請書では全長を 「4,034J、 断面寸法を「214× 214」 としている。

既工事計画書に記載がないため記載の適正化 を行 う。記載内容は、平成19年 12月 14日 付

け平成 19・ 10,09原 第5号にて認可された工事計画の添付資料 1「熱出力計算書」による。

記載内容は燃料体設計認可申請書 (M関 15燃第2号,平成24年 7月 3日 認可)に よる。

記載内容は燃料体設計認可申請書 (M関 15燃第2号 ,平成24年 7月 3日 認可)に よる。なお、

燃料体設計認可申請書では全長を 「3,866」 、燃料被覆材外径を 「
10。 72」 、燃料被覆材

内径を 「9.48」 、燃料被覆材肉厚を 「0.62」 、上部プレナム長さを 、コイルばね

外径 を としている。

(注6)燃料体 当た り 7個

(注 7)記載内容は燃料体設計認可申請書 (M関 15燃第2号,平成24年 7月 3日 認可)に よる。なお、

燃料体設計認可申請書では支持格子外寸法を 「214× 214Jと している。

(注8)燃料体 当た り 1個

(注9)記載内容は燃料体設計認可申請書 (M関 15燃第2号 ,平成24年 7月 3日 認可)に よる。なお、

燃料体設計認可申請書では上部支持板外寸法を 「213× 213」 、下部支持板外寸法を 「214

×214」 としている。

(注 10)燃料体 当た り 20本

(注 H)燃料体 当た り 1本

(注 12)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、平成19年 12月 14日 付

け平成 19・ 10・ 09原第5号 にて認可された工事計画の添付資料 1「熱出力計算書」による。

なお、既工事計画書ではガ ドリニア濃度を 「約10wt%」 と記載 している。

(注 13)燃料体ごとに、いずれか一方の材料を使用する。

(注 14)燃料体 当た り 204個
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